
2026年度 鍼灸学科 

科目名 自然科学Ⅳ 担当者 毛利 清楓 

単位数 2 時間数 40 年次 3 履修期 後期 授業方法 講義 

【講義内容・目的】 

鍼灸師として最低限理解しておかないとならない身体の機能に関して、特に運動に関わる運動器を中心に 

深く理解することを目的とする。 

 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

定期試験の結果により評価する。 

【注意事項】 

 

【講義計画】 

1 骨 総論   

2 筋 総論   

3 上肢①   

4 上肢②   

5 上肢③   

6 上肢④   

7 下肢①   

8 下肢②   

9 下肢③   

10 下肢④   

11 体幹①   

12 体幹②   

13 体幹③   

14 体幹④   

15 復習   

 定期試験   

16 上肢まとめ   

17 下肢まとめ   

18 体幹まとめ   

19 総まとめ   

20 総まとめ   

    

    

    

    

    

教科書 
公益社団法人東洋療法学校協会 編  

「解剖学 第２版 」 医歯薬出版株式会社 
参考書  



2026年度 鍼灸学科 

科目名 衛生学・公衆衛生学 担当者 濱野 温子 

単位数 2 時間数 40 年次 3 履修期 前期 授業方法 講義 

【講義内容・目的】 

現代の公衆衛生は予防医学、環境の改善、生活水準の保障、健康教育の推進等を行う実践の学問である。 

本講義は、保健・医療・福祉等の基礎知識を習得し、鍼灸師がチーム医療の一員として地域医療に貢献できるよう

になることを目的とする。 

 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

定期試験（100%）により評価する。 

【注意事項】 

 

【講義計画】 

1 衛生学・公衆衛生学の意義   

2 健康   

3 ライフスタイルと健康①   

4 ライフスタイルと健康②   

5 環境と健康①   

6 環境と健康②   

7 環境と健康③   

8 統計   

9 感染症①   

10 感染症②   

11 消毒法   

12 疫学   

13 産業保健①   

14 産業保健②   

15 精神保健①   

16 精神保健②   

17 母子保健①   

18 母子保健②   

19 成人・高齢者保健   

 定期試験   

20 まとめ   

    

    

    

    

    

教科書 

医療情報研究所 編集 

「公衆衛生学がみえる 2024－2025」 

メディックメディア 

参考書 

公益社団法人 東洋療法学校協会編 

「衛生学・公衆衛生学」  

医歯薬出版株式会社 



2026年度 鍼灸学科 

科目名 臨床医学各論Ⅱ 担当者 楠本 真也 

単位数 2 時間数 40 年次 3 履修期 前期 授業方法 講義 

【講義内容・目的】 

循環器疾患、血液疾患、神経疾患、リウマチ性疾患・膠原病、その他の領域について学習する。 

代表的な疾病の成因・症状・診断・治療等について学び、鍼灸師が職務を遂行するために必要な知識を身に付け

る。 

 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

定期試験（100%）により評価する。 

【注意事項】 

配布資料を基に講義を行う。 

【講義計画】 

1 循環器疾患（心不全）   

2 循環器疾患（心臓弁膜症）   

3 循環器疾患（不整脈・先天性心疾患・冠動脈疾患）   

4 循環器疾患（動脈疾患・血圧異常）   

5 血液疾患（赤血球疾患）   

6 血液疾患（白血球疾患）   

7 血液疾患（リンパ網内系疾患・出血性素因）   

8 神経疾患（脳血管疾患）   

9 神経疾患（感染性疾患・脳腫瘍）   

10 神経疾患（基底核変性疾患）   

11 神経疾患（認知症性疾患）   

12 神経疾患（筋疾患）   

13 神経疾患（運動ニューロン疾患・末梢神経性疾患）   

14 神経疾患（神経痛・機能性疾患）   

15 リウマチ性疾患   

16 膠原病   

17 その他の領域（一般外科）   

18 その他の領域（麻酔科）   

19 その他の領域（婦人科疾患）   

 定期試験   

20 まとめ   

    

    

    

    

    

教科書 
社団法人 東洋療法学校協会編  

「臨床医学各論 第 2版」 医歯薬出版株式会社 
参考書  



2026年度 鍼灸学科 

科目名 関係法規・健康保険学 担当者 江郷 順子 

単位数 2 時間数 40 年次 3 履修期 前期 授業方法 講義 

【講義内容・目的】 

鍼灸師として業務に従事するうえで重要となる「あん摩マッサージ指圧師、はり師きゅう師等に関する法律」を中心と

して、医療、地域保健、福祉関連法規等を習得する。また、鍼灸師としての活動の分野の可能性を知り、医療人とし

ての自覚を持てるようになる。 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

中間試験（30％）、期末レポート（70％）により評価する。 

【注意事項】 

課題および期末レポートは〆切厳守すること。 

【講義計画】 

1 法の沿革・目的   

2 免許   

3 業務１   

4 業務２   

5 業務・罰則   

6 関係法規１   

7 関係法規２   

8 関係法規３   

9 関係法規４   

10 中間復習回   

11 健康保険制度１   

12 健康保険制度２   

13 療養費   

14 療養費   

15 療養費と鍼灸 1   

16 療養費と鍼灸 2   

17 療養費と鍼灸 3   

18 療養費と鍼灸４   

19 療養費と鍼灸５   

20 総復習回   

    

    

    

    

    

    

教科書  参考書 

公益社団法人 東洋療法学校協会 

「関係法規 第７版」 

医歯薬出版株式会社 



2026年度 鍼灸学科 

科目名 病態生理学 担当者 上田 直樹 

単位数 2 時間数 40 年次 3 履修期 後期 授業方法 講義 

【講義内容・目的】 

鍼灸臨床における疾病のメカニズムを理解し、現代医学的および東洋医学的に症候の発症機序、施術効果、予

後、および予防を理解することで、鍼灸臨床で求められる疾病理解を学ぶ。 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

定期試験の結果により評価する。 

【注意事項】 

 

【講義計画】 

1 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 1   

2 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 2   

3 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 3   

4 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 4   

5 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 5   

6 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 6   

7 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 7   

8 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 8   

9 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 9   

10 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 10   

11 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 11   

12 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 12   

13 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 13   

14 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 14   

15 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 15   

 定期試験   

16 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 16   

17 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 17   

18 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 18   

19 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 19   

20 鍼灸臨床における疾病のメカニズム 20   

    

    

    

    

    

教科書 

公益社団法人 東洋療法学校協会編 

「東洋医学臨床論（はりきゅう編）第 3版」        

医道の日本社 

参考書 
公益社団法人 東洋療法学校協会編 

「生理学 第３版」 医歯薬出版株式会社 



2026年度 鍼灸学科 

科目名 鍼灸臨床論Ⅱ 担当者 上田 直樹 

単位数 3 時間数 60 年次 3 履修期 前期 授業方法 講義 

【講義内容・目的】 

「東洋医学臨床論」に記載されている疾患を中心に学習し、臨床において鍼灸不適応名症例を鑑別することがで

き、各治効理論に基づいて各疾患を治療できるように学習する。 

【実務経験】 

大学付属鍼灸院、本校付属鍼灸院での実務経験を踏まえながら講義する。 

【成績評価方法】 

定期試験の結果（100％）により評価する。 

【注意事項】 

 

【講義計画】 

1 導入・復習 27 老年特有の症候① 

2 肺系統の症候① 28 老年特有の症候② 

3 肺系統の症候② 29 総復習 

4 肺系統の症候③  定期試験 

5 肺系統の症候④ 30 まとめ 

6 腎系統の症候①   

7 腎系統の症候②   

8 腎系統の症候③   

9 腎系統の症候④   

10 全身の症候①   

11 全身の症候②   

12 全身の症候③   

13 全身の症候④   

14 全身の症候⑤   

15 その他の症候①   

16 その他の症候②   

17 その他の症候③   

18 その他の症候④   

19 女性特有の症候①   

20 女性特有の症候②   

21 女性特有の症候③   

22 女性特有の症候④   

23 女性特有の症候⑤   

24 小児特有の症候①   

25 小児特有の症候②   

26 小児特有の症候③   

教科書 

公益社団法人 東洋療法学校協会編 

「新版 東洋医学臨床論（はりきゅう編）」    

南江堂 

参考書 

矢野 忠 編集主幹 

「図解 鍼灸療法技術ガイド 鍼灸臨床の場で

必ず役立つ実践のすべて Ⅱ」 

文光堂 



2026年度 鍼灸学科 

科目名 東洋医学臨床論 担当者 山口 大輔 / 上田 直樹 

単位数 3 時間数 60 年次 3 履修期 後期 授業方法 講義 

【講義内容・目的】 

東洋医学概論・経絡経穴概論を基礎知識とし、様々な症候に対して考察・学習し応用力をつける。 

 

【実務経験】 

大学付属鍼灸院、本校・大学校付属鍼灸院での実務経験を踏まえながら講義する。 

【成績評価方法】 

定期試験（100％）により評価する。 

【注意事項】 

 

【講義計画】 

1 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１） 26 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２６） 

2 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２） 27 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２７） 

3 症状・病態に対する弁証論治と治療法（３） 28 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２８） 

4 症状・病態に対する弁証論治と治療法（４） 29 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２９） 

5 症状・病態に対する弁証論治と治療法（５） 30 症状・病態に対する弁証論治と治療法（３０） 

6 症状・病態に対する弁証論治と治療法（６）   

7 症状・病態に対する弁証論治と治療法（７）   

8 症状・病態に対する弁証論治と治療法（８）   

9 症状・病態に対する弁証論治と治療法（９）   

10 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１０）   

11 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１１）   

12 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１２）   

13 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１３）   

14 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１４）   

15 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１５）   

16 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１６）   

17 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１７）   

18 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１８）   

19 症状・病態に対する弁証論治と治療法（１９）   

20 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２０）   

21 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２１）   

22 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２２）   

23 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２３）   

24 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２４）   

25 症状・病態に対する弁証論治と治療法（２５）   

 定期試験   

教科書 
公益社団法人東洋療法学校協会 編  

「新版 東洋医学概論」 医道の日本社 
参考書  



2026年度 鍼灸学科 

科目名 社会鍼灸学 担当者 山口 大輔 

単位数 2 時間数 40 年次 3 履修期 後期 授業方法 講義 

【講義内容・目的】 

「日本の医療制度とあはき師の関係、地域に期待されるあはき師の業務、現代社会におけるあはき師の 

役割等について学ぶ。 

学習目的 

・現代社会とあはき師の役割について理解する。 

・開業までにやっておくべきことに気付く。 

・施術所を開設するにあたって必要な知識を知る。 

 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

レポート課題にて評価する。 

【注意事項】 

 

【講義計画】 

1 施術所の開設について 1   

2 施術所の開設について 2   

3 施術所の開設について 3   

4 広島での施術所の運営について 1   

5 広島での施術所の運営について 2   

6 広島での施術所の運営について 3   

7 鍼灸師と行政 1   

8 鍼灸師と行政 2   

9 鍼灸師と鍼灸関連業団   

10 現代の鍼灸施術 1   

11 現代の鍼灸施術 2   

12 現代の鍼灸施術 3   

13 現代の鍼灸施術 4   

14 現代の鍼灸施術 5   

15 現代の鍼灸施術 6   

16 現代の鍼灸施術 7   

17 現代の鍼灸施術 8   

18 現代の鍼灸施術 9   

19 現代の鍼灸施術 10   

20 現代の鍼灸施術 11   

    

    

    

    

    

    

教科書  参考書  



2026年度 鍼灸学科 

科目名 鍼灸応用実習Ⅰ 担当者 山口大輔 / 上田直 / 米田佳奈恵 

単位数 3 時間数 120 年次 3 履修期 前期 授業方法 実習 

【講義内容・目的】 

様々な講師の指導により、広い視野を持って鍼灸の理解と主義の取得を行う。また基本操作の確認と、応用的な鍼

灸施術や鍼灸業界についての理解を目的とする。 

【成績評価方法】 

定期試験(70%：9/7 前期認定実技試験)と平常点(30%)で評価する。 

【注意事項】 

平常点は身だしなみを中心に評価する。 

【講義計画】 

1 （山口 1）肩こりに対する施術 31 （米田 11）全身と顔面部のケア⑩ 

2 （山口 2）頚肩腕症候群に対する施術 32 （米田 12）全身と顔面部のケア⑪ 

3 （山口 3）肩関節痛に対する施術 33 （米田 13）全身と顔面部のケア⑫ 

4 （山口 4）筋・筋膜性腰痛に対する施術 34 （米田 14）全身と顔面部のケア⑬ 

5 （山口 5）椎間関節性腰痛に対する施術 35 （米田 15）全身と顔面部のケア⑭ 

6 （山口 6）腰下肢痛に対する施術 36 （米田 16）全身と顔面部のケア⑮ 

7 （山口 7）膝痛に対する施術 37 （米田 17）全身と顔面部のケア⑯ 

8 （山口 8）運動麻痺に対する施術 38 （米田 18）全身と顔面部のケア⑰ 

9 （山口 9）復習① 39 （米田 19）全身と顔面部のケア⑱ 

10 （山口 10）高血圧に対する施術 40 （米田 20）全身と顔面部のケア⑲ 

11 （山口 11）起立性調節障害に対する施術 41 （上田 1）鍼灸の手技と業界の特色① 

12 （山口 12）食欲不振に対する施術 42 （上田 2）鍼灸の手技と業界の特色② 

13 （山口 13）下肢の冷えに対する施術 43 （上田 3）鍼灸の手技と業界の特色③ 

14 （山口 14）復習② 44 （上田 4）鍼灸の手技と業界の特色④ 

15 （山口 15）咳嗽に対する施術 45 （上田 5）鍼灸の手技と業界の特色⑤ 

16 （山口 16）疲労と倦怠に対する施術 46 （上田 6）鍼灸の手技と業界の特色⑥ 

17 （山口 17）不眠に対する施術 47 （上田 7）鍼灸の手技と業界の特色⑦ 

18 （山口 18）歯ぎしり・噛みしめに対する施術 48 （上田 8）鍼灸の手技と業界の特色⑧ 

19 （山口 19）総合復習① 49 （上田 9）鍼灸の手技と業界の特色⑨ 

20 （山口 20）総合復習② 50 （上田 10）鍼灸の手技と業界の特色⑩ 

21 （米田 1）インフォームドコンセントと臨床 51 （上田 11）鍼灸の手技と業界の特色⑪ 

22 （米田 2）全身と顔面部のケア① 52 （上田 12）鍼灸の手技と業界の特色⑫ 

23 （米田 3）全身と顔面部のケア② 53 （上田 13）鍼灸の手技と業界の特色⑬ 

24 （米田 4）全身と顔面部のケア③ 54 （上田 14）鍼灸の手技と業界の特色⑭ 

25 （米田 5）全身と顔面部のケア④ 55 （上田 15）鍼灸の手技と業界の特色⑮ 

26 （米田 6）全身と顔面部のケア⑤ 56 （上田 16）鍼灸の手技と業界の特色⑯ 

27 （米田 7）全身と顔面部のケア⑥ 57 （上田 17）鍼灸の手技と業界の特色⑰ 

28 （米田 8）全身と顔面部のケア⑦ 58 （上田 18）鍼灸の手技と業界の特色⑱ 

29 （米田 9）全身と顔面部のケア⑧ 59 （上田 19）鍼灸の手技と業界の特色⑲ 

30 （米田 10）全身と顔面部のケア⑨ 60 （上田 20）鍼灸の手技と業界の特色⑳ 

教科書 

公益社団法人 東洋療法学校協会編 

「東洋医学臨床論〈はりきゅう編〉第 1版」 

 医道の日本社 

公益社団法人 東洋療法学校協会編 

「はりきゅう実技〈基礎編〉」第 2版」 

医道の日本社 

参考書  



2026年度 鍼灸学科 

科目名 鍼灸応用実習Ⅱ 担当者 上田 直樹 / 米田 佳奈恵 

単位数 2 時間数 80 年次 3 履修期 後期 授業方法 実習 

【講義内容・目的】 

様々な講師の指導により、広い視野を持って鍼灸の理解と主義の取得を行う。また特殊鍼法や評価法、応用的な鍼

灸施術や鍼灸業界についての理解を目的とする。 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

定期試験(70%：12/6 後期認定実技試験)との平常点(30%：後期末まで)で評価する。 

【注意事項】 

平常点は身だしなみを中心に評価する。 

【講義計画】 

1 症候・疾患の病態把握・聴取 1 25 応用手技・特殊鍼法 1 

2 症候・疾患の病態把握・聴取 2 26 応用手技・特殊鍼法 2 

3 症候・疾患の病態把握・聴取 3 27 応用手技・特殊鍼法 3 

4 症候・疾患の病態把握・聴取 4 28 応用手技・特殊鍼法 4 

5 症候・疾患の病態把握・聴取 5 29 応用手技・特殊鍼法 5 

6 症候・疾患の病態把握・聴取 6 30 応用手技・特殊鍼法 6 

7 症候・疾患の病態把握・聴取 7 31 応用手技・特殊鍼法 7 

8 症候・疾患の病態把握・聴取 8 32 応用手技・特殊鍼法 8 

9 症候・疾患の病態把握・触知 1 33 応用手技・特殊鍼法 9 

10 症候・疾患の病態把握・触知 2 34 応用手技・特殊鍼法 10 

11 症候・疾患の病態把握・触知 3 35 応用手技・特殊鍼法 11 

12 症候・疾患の病態把握・触知 4 36 応用手技・特殊鍼法 12 

13 症候・疾患の病態把握・触知 5 37 応用手技・特殊鍼法 13 

14 症候・疾患の病態把握・触知 6 38 応用手技・特殊鍼法 14 

15 症候・疾患の病態把握・触知 7 39 応用手技・特殊鍼法 15 

16 症候・疾患の病態把握・触知 8 40 応用手技・特殊鍼法 16 

17 症候・疾患の病態把握・触知 9   

18 症候・疾患に対するアプローチ 1   

19 症候・疾患に対するアプローチ 2   

20 症候・疾患に対するアプローチ 3   

21 症候・疾患に対するアプローチ 4   

22 症候・疾患に対するアプローチ 5   

23 症候・疾患に対するアプローチ 6   

24 症候・疾患に対するアプローチ 7   

教科書  参考書 

公益社団法人 東洋療法学校協会編 

「新版 東洋医学臨床論〈はりきゅう編〉」 南江

堂 



2026年度 鍼灸学科 

科目名 臨床実習Ⅳ 担当者 山口 大輔 

単位数 1 時間数 45 年次 3 履修期 集中・後期 授業方法 実習 

【講義内容・目的】 

①鍼灸院での施術補助を通して、鍼灸師に対して求められている知識および技術をもとに患者対応を可能にする。 

②日頃鍼灸臨床で遭遇しやすい疾患を中心に、多角的視点での症候の捉え方や治療の考え方など、臨床を行う上

で必要な治療理論の展開法を知ると同時に、柔軟な発想で様々な症候にアプローチできる応用スキルを身に付け

るための基礎を学ぶ。 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

レポートで評価する。 

【注意事項】 

 

【講義計画】 

1 （集中）患者対応・評価から施術とその補助   

2 自律神経の理論展開と治療 1（反応点）   

3 自律神経の理論展開と治療 2（内科疾患 1）   

4 自律神経の理論展開と治療 3（内科疾患 2）   

5 自律神経の理論展開と治療 4（婦人科疾患）   

6 自律神経の理論展開と治療 5（運動器疾患）   

7 自律神経の理論展開と治療療 6（復習）   

8 リンパ疎通刺鍼の理論展開と治療 1（基礎理論）   

9 リンパ疎通刺鍼の理論展開と治療 2（上肢）   

10 リンパ疎通刺鍼の理論展開と治療 3（下肢）   

11 リンパ疎通刺鍼の理論展開と治療 4（頭頸部）   

12 リンパ疎通刺鍼の理論展開と治療 5（背部）   

13 リンパ疎通刺鍼の理論展開と治療 6（復習）   

14 皮下結合組織と運動器疾患の治療 1（基礎理論）   

15 皮下結合組織と運動器疾患の治療 2（基本技術）   

16 皮下結合組織と運動器疾患の治療 3（応用技術）   

17 呼吸器のコンディショニングと姿勢 1（基礎理論）   

18 呼吸器のコンディショニングと姿勢 2（基本技術）   

19 総合復習 1：治療理論の展開と実際の鍼灸施術   

20 総合復習 2：治療理論の展開と実際の鍼灸施術   

21 総合復習 3：治療理論の展開と実際の鍼灸施術   

    

    

    

    

    

教科書 配布資料にて講義を行います。 参考書 

図解鍼灸療法技術ガイドⅡ第 2版：編集

主幹：矢野 忠、文光堂、2024 

リンパ学第 7 版：総合監修 藤村 朗、

（株）キベプランニング、2013 

筋膜マニピュレーション理論編：竹井 

仁 訳、医歯薬出版、2011 



2026年度 鍼灸学科 

科目名 鍼灸総合演習Ⅰ 担当者 山形 泰斗 / 上田 直樹 

単位数 5 時間数 100 年次 3 履修期 前期 授業方法 演習 

【講義内容・目的】 

これまでに履修した運動器系臨床医学や東洋医学の知識をより深く理解することにより鍼灸臨床で必要とされる知

識を構築していく。 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

定期試験の成績で評価する。 

【注意事項】 

 

【講義計画】 

1 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎① 27 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑦ 

2 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎② 28 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑧ 

3 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎③ 29 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑨ 

4 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎④ 30 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑩ 

5 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎⑤ 31 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑪ 

6 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎⑥ 32 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑫ 

7 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎⑦ 33 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑬ 

8 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎⑧ 34 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑭ 

9 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎⑨ 35 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑮ 

10 鍼灸施術に必要な東洋医学の基礎⑩ 36 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用① 

11 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎① 37 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用② 

12 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎② 38 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用③ 

13 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎③ 39 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用④ 

14 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎④ 40 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑤ 

15 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎⑤ 41 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑥ 

16 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎⑥ 42 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑦ 

17 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎⑦ 43 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑧ 

18 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎⑧ 44 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑨ 

19 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎⑨ 45 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑩ 

20 鍼灸施術に必要な西洋医学の基礎⑩ 46 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑪ 

21 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用① 47 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑫ 

22 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用②  定期試験 

23 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用③ 48 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑬ 

24 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用④ 49 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑭ 

25 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑤ 50 鍼灸施術に必要な西洋医学の応用⑮ 

26 鍼灸施術に必要な東洋医学の応用⑥   

教科書  参考書  



2026年度 鍼灸学科 

 

 

科目名 鍼灸総合演習Ⅱ 担当者 山口 大輔 / 山形 秦斗 

単位数 5 時間数 100 年次 3 履修期 後期 授業方法 演習 

【講義内容・目的】 

これまでに履修した病態や臨床応用の知識をより深く理解することにより鍼灸臨床で必要とされる知識を構築してい

く。 

【実務経験】 

 

【成績評価方法】 

定期試験の成績で評価する。 

【注意事項】 

 

【講義計画】 

1 西洋医学的観点からみる鍼灸① 27 東洋医学的観点からみる鍼灸② 

2 西洋医学的観点からみる鍼灸② 28 東洋医学的観点からみる鍼灸③ 

3 西洋医学的観点からみる鍼灸③ 29 東洋医学的観点からみる鍼灸④ 

4 西洋医学的観点からみる鍼灸④ 30 東洋医学的観点からみる鍼灸⑤ 

5 西洋医学的観点からみる鍼灸⑤ 31 東洋医学的観点からみる鍼灸⑥ 

6 西洋医学的観点からみる鍼灸⑥ 32 東洋医学的観点からみる鍼灸⑦ 

7 西洋医学的観点からみる鍼灸⑦ 33 東洋医学的観点からみる鍼灸⑧ 

8 西洋医学的観点からみる鍼灸⑧ 34 東洋医学的観点からみる鍼灸⑨ 

9 西洋医学的観点からみる鍼灸⑨ 35 東洋医学的観点からみる鍼灸⑩ 

10 西洋医学的観点からみる鍼灸⑩  定期試験 

11 西洋医学的観点からみる鍼灸⑪ 36 東洋医学的観点からみる鍼灸⑪ 

12 西洋医学的観点からみる鍼灸⑫ 37 東洋医学的観点からみる鍼灸⑫ 

13 西洋医学的観点からみる鍼灸⑬ 38 東洋医学的観点からみる鍼灸⑬ 

14 西洋医学的観点からみる鍼灸⑭ 39 東洋医学的観点からみる鍼灸⑭ 

15 西洋医学的観点からみる鍼灸⑮ 40 東洋医学的観点からみる鍼灸⑮ 

16 西洋医学的観点からみる鍼灸⑯ 41 東洋医学的観点からみる鍼灸⑯ 

17 西洋医学的観点からみる鍼灸⑰ 42 東洋医学的観点からみる鍼灸⑰ 

18 西洋医学的観点からみる鍼灸⑱ 43 東洋医学的観点からみる鍼灸⑱ 

19 西洋医学的観点からみる鍼灸⑲ 44 東洋医学的観点からみる鍼灸⑲ 

20 西洋医学的観点からみる鍼灸⑳ 45 東洋医学的観点からみる鍼灸⑳ 

21 西洋医学的観点からみる鍼灸㉑ 46 東洋医学的観点からみる鍼灸㉑ 

22 西洋医学的観点からみる鍼灸㉒ 47 東洋医学的観点からみる鍼灸㉒ 

23 西洋医学的観点からみる鍼灸㉓ 48 東洋医学的観点からみる鍼灸㉓ 

24 西洋医学的観点からみる鍼灸㉔ 49 東洋医学的観点からみる鍼灸㉔ 

25 西洋医学的観点からみる鍼灸㉕ 50 東洋医学的観点からみる鍼灸㉕ 

26 東洋医学的観点からみる鍼灸①   

教科書  参考書  


